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第 2 章では属性文法に関連する基本的な定義を与える O 属性文法を定義した後属性っき構文木T と
T上での属性間の依存関係を表す依存グラフ (T) を定義する。次に，属性文法の部分クラスについ
て述べる。
第 3 章では，属性文法を分散型構造指向環境へ適用するためのモデル を提案する。本モデルでは




のコピー規則問題を効率良く解くため，属性っき構文木T と依存グラフ (T) をまとめて表現するた






よく行うため，構文木を自己調整 2 分木を用いて実現する。提案するアルゴリズム EXMR は従来のも
のと比べ，適用可能な属性文法のクラスを拡大しており，かつ，時間計算量も改善しているO
第 6 章では，ワークステーション上に分散配置された複数の部分木にまたがる属性値の更新について
議論する o 5 章と同様に大域圧縮依存グラフというデータ構造を導入し それに基づいてアルゴリズ















義することによって，任意の非循環属性文法に対して各属性の更新を高々 o (logn) の時間で可能にし
ているO ここで は属性っき構文木上の属性の総数である O
次に，最適な評価順序の決定問題に関し圧縮依存グラフと呼ぶデータ構造を新しく導入し，最適な評
価順序の決定を o Cmlogn) の時間で可能にしているO ここで は値を更新すべき属性の総数である。
なお，本アルゴリズムは適用可能な文法のクラスの拡張を実現しているO 更に ワークステーション上
に分散配置された複数の部分木にまたがる属性値の更新を効率良く実行するために，大域圧縮依存グラ
フというデータ構造を導入し，それを利用した高速アルゴリズムを提案しているO
以上のように，本研究は分散型環境におけるインクリメンタルな属性評価の高速化のための新しいデー
タ構造とそれを利用した高速アルゴリズムを提案したという点で，この分野における貢献が大きく，工
学博士の学位論文として価値あるものと認めるO
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